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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が、入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有するとともに撮像領域に
２次元状に設けられた、複数の単位セルを有する撮像装置の駆動方法であって、
　前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内に位置する複数の前記単位セ
ルは、各々が、前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積した電荷に基づ
く第１の信号と、前記複数の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し、
　前記撮像領域内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内に位置する複数の前記単
位セルは、各々が、前記第２の信号を出力し、
　前記撮像装置は、
　前記第１の領域の前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号と、
　前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを出力し、
　前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号の解像度を、前記第１の領域の前記第１
および第２の信号に基づく信号の解像度よりも低くすることを特徴とする撮像装置の駆動
方法。
【請求項２】
　入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部である第１の光電変換部および第２の
光電変換部と、入力ノードを備える第１のトランジスタと、前記入力ノードに前記第１の
光電変換部の前記電荷を転送する第２のトランジスタと、前記入力ノードに前記第２の電
変換部の前記電荷を転送する第３のトランジスタとを各々が有するとともに撮像領域に２
次元状に設けられた、複数の単位セルを有する撮像装置の駆動方法であって、
　前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内に位置する複数の前記単位セ
ルの各々の前記第１のトランジスタが第１の信号と第２の信号とを出力し、
　前記撮像領域内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内に位置する複数の前記単
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位セルの各々の前記第１のトランジスタが前記第２の信号を出力し、
　前記第１の信号は、前記第２のトランジスタがオンすることによって前記第１のトラン
ジスタが出力する信号であり、
　前記第２の信号は、前記第２のトランジスタと前記第３のトランジスタがオンすること
によって前記第１のトランジスタが出力する信号であり、
　前記撮像装置は、
　前記第１の領域の前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号と、
　前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを出力し、
　前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号の解像度を、前記第１の領域の前記第１
および第２の信号に基づく信号の解像度よりも低くすることを特徴とする撮像装置の駆動
方法。
【請求項３】
　各々が、入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有するとともに撮像領域に
２次元状に設けられた、複数の単位セルを有する撮像装置の駆動方法であって、
　前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内に位置する複数の前記単位セ
ルは、各々が、前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積した電荷に基づ
く第１の信号と、前記複数の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し、
　前記撮像領域内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内に位置する複数の前記単
位セルは、各々が、前記第２の信号を出力し、
　前記撮像装置は、
　前記第１の領域の前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号と、
　前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを出力し、
　前記第１の領域内の前記単位セルの前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号
の数を、前記第１の領域内の前記単位セルの数で割ったそれぞれの値よりも、
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号の数を、前記第２の領
域内の前記単位セルの数で割った値を小さくすることを特徴とする撮像装置の駆動方法。
【請求項４】
　入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部である第１の光電変換部および第２の
光電変換部と、入力ノードを備える第１のトランジスタと、前記入力ノードに前記第１の
光電変換部の前記電荷を転送する第２のトランジスタと、前記入力ノードに前記第２の電
変換部の前記電荷を転送する第３のトランジスタとを各々が有するとともに撮像領域に２
次元状に設けられた、複数の単位セルを有する撮像装置の駆動方法であって、
　前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内に位置する複数の前記単位セ
ルの各々の前記第１のトランジスタが第１の信号と第２の信号とを出力し、
　前記撮像領域内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内に位置する複数の前記単
位セルの各々の前記第１のトランジスタが前記第２の信号を出力し、
　前記第１の信号は、前記第２のトランジスタがオンすることによって前記第１のトラン
ジスタが出力する信号であり、
　前記第２の信号は、前記第２のトランジスタと前記第３のトランジスタがオンすること
によって前記第１のトランジスタが出力する信号であり、
　前記撮像装置は、
　前記第１の領域の前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号と、
　前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを出力し、
　前記第１の領域内の前記単位セルの前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号
の数を、前記第１の領域内の前記単位セルの数で割ったそれぞれの値よりも、
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号の数を、前記第２の領
域内の前記単位セルの数で割った値を小さくすることを特徴とする撮像装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記撮像装置がさらに、各々が前記単位セルの列に対応して設けられているとともに、
各々が前記第２の信号に基づく信号を保持する複数のメモリを有し、
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　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号を保持する複数の前記
メモリのうち、一部の前記メモリから前記第２の信号に基づく信号を出力させることによ
って、
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号の数を、前記第２の領
域内の前記単位セルの数で割った値を小さくすることを特徴とする請求項３または４に記
載の撮像装置の駆動方法。
【請求項６】
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号同士を加算することに
よって、
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号の数を、前記第２の領
域内の前記単位セルの数で割った値を小さくすることを特徴とする請求項３～５のいずれ
か１項に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記撮像装置が、前記単位セルの列に各々が対応して設けられた複数のＡＤ変換部を有
し、
　前記ＡＤ変換部は、前記第１の信号に基づく信号と前記第２の信号に基づく信号とをそ
れぞれデジタル信号に変換し、
　前記ＡＤ変換部が生成した、前記第２の信号に基づくデジタル信号同士を加算すること
を特徴とする請求項６に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記撮像装置はさらに、前記単位セルの列に各々が対応して設けられているとともに、
前記第１および第２の信号を増幅した信号を生成する複数の増幅部を有し、
　前記ＡＤ変換部は前記増幅部が出力する、前記第１および第２の信号を増幅した信号を
それぞれデジタル信号に変換することを特徴とする請求項７に記載の撮像装置の駆動方法
。
【請求項９】
　複数行あるいは複数列の前記単位セルの出力する前記第２の信号に基づく信号同士を加
算することを特徴とする請求項６～８のいずれかに記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記単位セルが、前記複数の光電変換部と、前記第１および第２の信号を出力する出力
部と、を有する画素を有することを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載の撮像装置
の駆動方法。
【請求項１１】
　各々が、入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有するとともに、撮像領域
に２次元状に設けられた複数の単位セルを有する撮像装置の駆動方法であって、
　前記複数の単位セルの各々は前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積
した電荷に基づく第１の信号と、前記一の光電変換部とは別の前記光電変換部が蓄積した
電荷に基づく第２の信号とを出力し、
　前記撮像装置は、前記撮像領域の前記複数の単位セルの各々の前記第１および第２の信
号のそれぞれに基づく信号を出力し、
　前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域の前記第１および第２の信号に
基づく信号の解像度よりも、前記撮像領域内であって、前記第１の領域外の第２の領域の
前記第２の信号に基づく信号の解像度を低くすることを特徴とする撮像装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記撮像領域内の第１の領域内の前記単位セルの前記第１および第２の信号のそれぞれ
に基づく信号の数を、前記第１の領域内の前記単位セルの数で割ったそれぞれの値よりも
、
　前記撮像領域内であり、前記第１の領域外の第２の領域内の前記単位セルの前記第１お
よび前記第２の信号のそれぞれに基づく信号の数を、前記第２の領域内の前記単位セルの
数で割ったそれぞれの値を小さくすることで、
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　前記第１の領域の前記第１および第２の信号に基づく信号の解像度よりも、前記第２の
領域の前記第２の信号に基づく信号の解像度を低くすることを特徴とする請求項１１に記
載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記撮像装置がさらに、各々が前記単位セルの列に対応して設けられているとともに、
各々が前記第２の信号に基づく信号を保持する複数のメモリを有し、
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号を保持する複数の前記
メモリのうち、一部の前記メモリから前記第２の信号に基づく信号を出力させることによ
って、
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号の数を、前記第２の領
域内の前記単位セルの数で割った値を小さくすることを特徴とする請求項１２に記載の撮
像装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号同士を加算することに
よって、
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号の数を、前記第２の領
域内の前記単位セルの数で割った値を小さくすることを特徴とする請求項１２または１３
に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記撮像装置が、前記単位セルの列に各々が対応して設けられた複数のＡＤ変換部を有
し、
　前記ＡＤ変換部は、前記第１の信号に基づく信号と前記第２の信号に基づく信号とをそ
れぞれデジタル信号に変換し、
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号同士の加算が、前記Ａ
Ｄ変換部が生成した、前記第２の信号に基づくデジタル信号同士の加算であることを特徴
とする請求項１４に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記撮像装置はさらに、前記単位セルの列に各々が対応して設けられているとともに、
前記第１および第２の信号を増幅した信号を生成する複数の増幅部を有し、
　前記ＡＤ変換部は前記増幅部が出力する、前記第１および第２の信号を増幅した信号を
それぞれデジタル信号に変換することを特徴とする請求項１５に記載の撮像装置の駆動方
法。
【請求項１７】
　前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号同士を加算が、複数行
あるいは複数列の前記単位セルの出力する前記第２の信号に基づく信号同士の加算である
ことを特徴とする請求項１４～１６のいずれかに記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１８】
　前記単位セルが、複数の画素を有し、
　前記複数の画素の一つが、前記一の光電変換部と、前記第１の信号を出力する出力部と
を有し、
　前記複数の画素の他の一つが、前記別の光電変換部と、前記第２の信号を出力する出力
部とを有することを特徴とする請求項１１～１７のいずれかに記載の撮像装置の駆動方法
。
【請求項１９】
　前記単位セルが、前記複数の光電変換部と、前記第１および第２の信号を出力する出力
部と、を有する画素を有することを特徴とする請求項１１～１７のいずれかに記載の撮像
装置の駆動方法。
【請求項２０】
　前記撮像装置は、
　マイクロレンズを複数有するマイクロレンズアレイをさらに有し、
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　１つの前記マイクロレンズは、１つの前記単位セルの前記複数の光電変換部に、光を入
射させることを特徴とする請求項１～１９のいずれかに記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれかに記載の撮像装置と、前記撮像装置から信号が入力される信
号処理部と、を有する撮像システムの駆動方法であって、
　前記信号処理部が、前記第１の領域内の前記単位セルの、前記第１の信号に基づく信号
と前記第２の信号に基づく信号とを用いて位相差検出信号を生成し、
　前記信号処理部が、前記撮像領域内の前記単位セルの、前記第２の信号に基づく信号を
用いて画像を生成するための画像信号を生成することを特徴とする撮像システムの駆動方
法。
【請求項２２】
　各々が入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有するとともに、撮像領域に
２次元状に設けられた複数の単位セルを有する撮像装置と、
　前記撮像装置が出力する信号を処理する信号処理部とを有する撮像システムの駆動方法
であって、
　前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内の複数の前記単位セルの各々
は、前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積した電荷に基づく第１の信
号と、前記複数の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し、
　前記撮像領域内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内の複数の前記単位セルの
各々は、前記第２の信号を出力し、
　前記撮像装置は、
　前記第１の領域の前記第１の信号に基づく信号と、前記第２の信号に基づく信号と、
　前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを前記信号処理部に出力し、
　前記信号処理部は、前記第１の領域の前記第１の信号に基づく信号と、前記第２の信号
に基づく信号とから位相差検出信号を生成し、さらに、前記撮像領域の前記第２の信号に
基づく信号同士を加算した信号、あるいは前記撮像装置から入力される、前記撮像領域の
複数の前記第２の信号に基づく信号のうち、一部の前記第２の信号に基づく信号を用いて
、画像を生成するための画像信号を生成することを特徴とする撮像システムの駆動方法。
【請求項２３】
　各々が入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有するとともに、撮像領域に
２次元状に設けられた複数の単位セルを有する撮像装置と、
　前記撮像装置が出力する信号を処理する信号処理部とを有する撮像システムの駆動方法
であって、
　前記複数の単位セルの各々は前記複数の光電変換部の一の前記光電変換部が蓄積した電
荷に基づく第１の信号と、他方の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力
し、
　前記撮像装置は、前記撮像領域内の前記単位セルの前記第１および第２の信号のそれぞ
れに基づく信号を前記信号処理部に出力し、
　前記信号処理部は、前記撮像領域内の第１の領域内の前記単位セルの前記第１および第
２の信号のそれぞれに基づく信号から位相差検出信号を生成し、
　前記信号処理部は、前記撮像領域の前記第１の信号に基づく信号同士および第２の信号
に基づく信号同士を加算した信号、あるいは前記撮像装置から入力される、前記撮像領域
の複数の前記第１および第２の信号に基づく信号のうち、一部の前記第１および第２の信
号に基づく信号を用いて、画像を生成するための画像信号を生成することを特徴とする撮
像システムの駆動方法。
【請求項２４】
　各々が入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有するとともに、撮像領域に
２次元状に設けられた複数の単位セルを有する撮像装置と、
　前記撮像装置が出力する信号を処理する信号処理部とを有する撮像システムの駆動方法
であって、
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　前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内の複数の前記単位セルの各々
は、前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積した電荷に基づく第１の信
号と、前記複数の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し、
　前記撮像領域内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内の複数の前記単位セルの
各々は、前記第２の信号を出力し、
　前記撮像装置は、
　前記第１の領域の前記第１の信号に基づく信号と、前記第２の信号に基づく信号と、
　前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを前記信号処理部に出力し、
　前記信号処理部は、前記第１の領域の前記第１の信号に基づく信号と、前記第２の信号
に基づく信号とから位相差検出信号を生成し、さらに、前記撮像領域の前記第２の信号に
基づく信号から、画像を生成するための画像信号を生成し、
　前記画像信号の解像度を、前記位相差検出信号の解像度よりも低くすることを特徴とす
る撮像システムの駆動方法。
【請求項２５】
　前記信号処理部が、前記位相差検出信号によって、焦点検出を行うことを特徴とする請
求項２１～２４のいずれかに記載の撮像システムの駆動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は上記の課題を解決するために為されたものであり、その一の態様は、各々が、
入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有するとともに撮像領域に２次元状に
設けられた、複数の単位セルを有する撮像装置の駆動方法であって、前記撮像領域内の、
位相差を検出するための第１の領域内に位置する複数の前記単位セルは、各々が、前記複
数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積した電荷に基づく第１の信号と、前記
複数の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し、前記撮像領域内であり
、かつ前記第１の領域外の第２の領域内に位置する複数の前記単位セルは、各々が、前記
第２の信号を出力し、前記撮像装置は、前記第１の領域の前記第１および第２の信号のそ
れぞれに基づく信号と、前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを出力し、前記
第２の領域の前記第２の信号に基づく信号の解像度を、前記第１の領域の前記第１および
第２の信号に基づく信号の解像度よりも低くすることを特徴とする撮像装置の駆動方法で
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、一の態様は、各々が、入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有する
とともに撮像領域に２次元状に設けられた、複数の単位セルを有する撮像装置の駆動方法
であって、前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内に位置する複数の前
記単位セルは、各々が、前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積した電
荷に基づく第１の信号と、前記複数の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを
出力し、前記撮像領域内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内に位置する複数の
前記単位セルは、各々が、前記第２の信号を出力し、前記撮像装置は、前記第１の領域の
前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号と、前記第２の領域の前記第２の信号
に基づく信号とを出力し、前記第１の領域内の前記単位セルの前記第１および第２の信号
のそれぞれに基づく信号の数を、前記第１の領域内の前記単位セルの数で割ったそれぞれ
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の値よりも、前記第２の領域内の前記単位セルの前記第２の信号に基づく信号の数を、前
記第２の領域内の前記単位セルの数で割った値を小さくすることを特徴とする撮像装置の
駆動方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、一の態様は、各々が、入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有する
とともに、撮像領域に２次元状に設けられた複数の単位セルを有する撮像装置の駆動方法
であって、前記複数の単位セルの各々は前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換
部が蓄積した電荷に基づく第１の信号と、前記一の光電変換部とは別の前記光電変換部が
蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し、前記撮像装置は、前記撮像領域の前記複数
の単位セルの各々の前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号を出力し、前記撮
像領域内の、位相差を検出するための第１の領域の前記第１および第２の信号に基づく信
号の解像度よりも、前記撮像領域内であって、前記第１の領域外の第２の領域の前記第２
の信号に基づく信号の解像度を低くすることを特徴とする撮像装置の駆動方法である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、一の態様は、各々が入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有すると
ともに、撮像領域に２次元状に設けられた複数の単位セルを有する撮像装置と、前記撮像
装置が出力する信号を処理する信号処理部とを有する撮像システムの駆動方法であって、
前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内の複数の前記単位セルの各々は
、前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積した電荷に基づく第１の信号
と、前記複数の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し、前記撮像領域
内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内の複数の前記単位セルの各々は、前記第
２の信号を出力し、前記撮像装置は、前記第１の領域の前記第１の信号に基づく信号と、
前記第２の信号に基づく信号と、前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを前記
信号処理部に出力し、前記信号処理部は、前記第１の領域の前記第１の信号に基づく信号
と、前記第２の信号に基づく信号とから位相差検出信号を生成し、さらに、前記撮像領域
の前記第２の信号に基づく信号同士を加算した信号、あるいは前記撮像装置から入力され
る、前記撮像領域の複数の前記第２の信号に基づく信号のうち、一部の前記第２の信号に
基づく信号を用いて、画像を生成するための画像信号を生成することを特徴とする撮像シ
ステムの駆動方法である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、一の態様は、各々が入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有すると
ともに、撮像領域に２次元状に設けられた複数の単位セルを有する撮像装置と、前記撮像
装置が出力する信号を処理する信号処理部とを有する撮像システムの駆動方法であって、
前記複数の単位セルの各々は前記複数の光電変換部の一の前記光電変換部が蓄積した電荷
に基づく第１の信号と、他方の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し
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、前記撮像装置は、前記撮像領域内の前記単位セルの前記第１および第２の信号のそれぞ
れに基づく信号を前記信号処理部に出力し、前記信号処理部は、前記撮像領域内の第１の
領域内の前記単位セルの前記第１および第２の信号のそれぞれに基づく信号から位相差検
出信号を生成し、前記信号処理部は、前記撮像領域の前記第１の信号に基づく信号同士お
よび第２の信号に基づく信号同士を加算した信号、あるいは前記撮像装置から入力される
、前記撮像領域の複数の前記第１および第２の信号に基づく信号のうち、一部の前記第１
および第２の信号に基づく信号を用いて、画像を生成するための画像信号を生成すること
を特徴とする撮像システムの駆動方法である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、一の態様は、各々が入射光に基づく電荷を蓄積する複数の光電変換部を有すると
ともに、撮像領域に２次元状に設けられた複数の単位セルを有する撮像装置と、前記撮像
装置が出力する信号を処理する信号処理部とを有する撮像システムの駆動方法であって、
前記撮像領域内の、位相差を検出するための第１の領域内の複数の前記単位セルの各々は
、前記複数の光電変換部のうちの一の前記光電変換部が蓄積した電荷に基づく第１の信号
と、前記複数の光電変換部が蓄積した電荷に基づく第２の信号とを出力し、前記撮像領域
内であり、かつ前記第１の領域外の第２の領域内の複数の前記単位セルの各々は、前記第
２の信号を出力し、前記撮像装置は、前記第１の領域の前記第１の信号に基づく信号と、
前記第２の信号に基づく信号と、前記第２の領域の前記第２の信号に基づく信号とを前記
信号処理部に出力し、前記信号処理部は、前記第１の領域の前記第１の信号に基づく信号
と、前記第２の信号に基づく信号とから位相差検出信号を生成し、さらに、前記撮像領域
の前記第２の信号に基づく信号から、画像を生成するための画像信号を生成し、前記画像
信号の解像度を、前記位相差検出信号の解像度よりも低くすることを特徴とする撮像シス
テムの駆動方法である。
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